
私の呼ぶ声をきいてください。

　　　　　　　　　　　　　　　２０１４年７月２０日　大阪集会　高橋義夫
詩篇２７篇７節

聞いてください。主よ。私の呼ぶこの声を。私をあわれみ、私に答えてください。

私が雑用係をしている集会の兄弟姉妹のメーリングリストで　聖書マラソンと言うのをやっていて、毎日、１章、同じ箇所を読んでは、感想をＵＰするって企画なんです。

　いつもは、一方通行なんですけど、詩篇２７篇の７節について「泣いてもいいよ。」「叫んでもいいよ。」ってイエス様が語ってくださっているように思います。こんな記事を書いた所、それを読んでくださったはじめての方からメールを頂きました。　そのメールは、病気で集会にもあまり行けず鬱気分になるけど、泣いていいんですよね。叫んでいいんですよね。ってメールでした。アーメンして、こんなふうに返信しました。

　「私も　小学校から高校生まで、胸の肋膜炎と、喘息発作を繰り返して、（人は　なぜ　しんどいばかりなのに生まれて　来るのだろう。）と悩んで　１８歳で、イエス様に出会いました。

　メーリングリストで、みんなで詩篇を読んでいますが、本当に、祈りは叫びであるのを覚えます。無理してハレルヤと言わなくても、しんどいよ～　つらいよ～　と、自分の心の正直なまま祈ったら、イエス様が語ってくださると思います。

　姉妹の生活に、イエス様の助けがありますようにお祈りしています。」とこんなような返信をしました。

　きょうのテーマは　「私の呼ぶ声を　聞いてください」にしました。暑いときですので、短めに「ここは、いらんわ。」削っていったら、全部なくなってしまったので（笑い）、本当は、

さっきの詩篇を読むだけでいいのかもですが・・
　いま、読んでもらった箇所は　ＫＪでは
Hear, O Lord, when I cry with my voice: ＫＪ　となっています。

　「ｃｒｙ」叫ぶの　ヘブル語動詞は、kaw-raw　カウラウなんと旧約聖書に８８６回も出てきます。うち詩篇は５８回です。　祈りって　叫びなんですね。叫んでいいよ。って事に思います。

　　うちの子達は、高橋家の血筋は泣き虫で、幼稚園の頃とかよく泣きました。直ちゃんなんかは、特に小さい時、泣いたら嘔吐するので、幼稚園まで連れて行って、門の所で泣いて「ゲロッ」って吐くので、門の所の幼稚園の先生が、「今日は、帰ってください。」て帰されたりました。　でも、よく言われる事ですが、慶応の医学部の渡辺久子先生が、こんな事を書いてて、ちょっと長いけど、たいへん励まされる記事で紹介したいと思います。

★

さて年少さん、年中さん、年長さんと、年齢が上がるとともに自分の気持ちを言葉で伝えられるようになっていきます。でも、まだまだ「泣く」ということで、さまざまな気持ちを表現することが多い年代です。幼稚園児にもなると「もうお兄ちゃん（お姉ちゃん）なんだから、そんなことで泣かないの」と言ってしまいがちですが、泣けるのは心が健康な証拠です。

●お話を聞いたのは渡辺久子先生わたなべ・ひさこ　慶應義塾大学医学部小児科学専任講師、世界乳幼児精神保健学会副会長。被虐待児、人工受精で生まれた子ども、自閉症、PTSD（心的外傷後ストレス障害）などの子どもたちを診ている。

著書「抱きしめてあげてー育てなおしの心育て」（太陽出版）など。

■泣くこと、それは生き延びる力
　赤ちゃんは「オギャー」と産声を上げて産まれてきます。泣くということは人間にとって根源的な機能。泣く力は、生き延びていく力と言ってもいいでしょう。私の患者さんには、泣くことを我慢して泣けなくなってしまった子どもがたくさんいます。

　ある女の子は、拒食症で命の危険があるために、16歳のときに入院しました。まずは体力を回復させるために半年くらいじっと寝かせていましたが、少しずつ体力が戻ってくると、泣き始めたのです。

　1日4時間は泣いていました。小さいころから抑圧されてきた感情を取り去るためには、泣くことはとても大切ですから、泣きたいだけ泣かせました。それから彼女は少しずつ回復していき、今ではすてきなお母さんになっています。

■泣きたい気持ちを正直に出せるのがいい

　よく泣く子、あまり泣かない子、いろいろな子どもがいます。泣き虫の子どもなら「いっぱいいっぱい泣きなさい」と受け止めてあげましょう。

　例えば、クラス替えや習い事などで子どもが新しい集団に入ったとき。不安を感じたなら、最初の1週間で泣き切ってしまえるといいですね。不安な気持ちを正直にスパッと出せることが望ましいのです。泣かないとストレスが発散できずに、悪循環に陥ってしまいます。

■どうすれば健やかに泣ける子になるの?

　子どもが安心して泣けるためには、お母さんはどんなことに気を付けるといいのか、渡辺先生からのアドバイスを紹介します。

　お母さんがハッピーな状態で子どもの泣きを受け入れてほしい。健やかな泣きができるようになるために、一番重要なのは、3歳までの対応です。赤ちゃんは野性的な生き物で、とても敏感なので、お母さんが「泣いてはダメ」という気持ちを抱くと泣かなくなってしまいます。感受性の強い赤ちゃんほどそうなります。

　赤ちゃんが気持ちよく泣けるためには、お母さんが不安やイライラを感じずに子育てできることが重要。そのためにはお父さんをはじめとする周囲の協力が不可欠です。

■もし、ちゃんと泣けていないなと感じたら泣かせ直しをしてあげればいい

　子どもがやけに緊張していて、お母さんやお父さんの顔色をうかがう気配があったり、泣くことを抑えているかもしれないと感じたら、「泣きたいなら泣いていいよ」と抱き締めてあげましょう。

　私の所にやってくる子どもは12歳でも15歳でも、お母さんに抱き締めてもらったときにウワーッと泣きます。そしてお母さんも一緒に泣きます。泣かなければ心は育ちません。幼稚園児ならまだまだ大丈夫。取り戻せます。

　ここまでですけど、渡辺久子先生が、言ってる事は一言で言うと、「　泣かないで辛抱する子が危ない。」って言う事に思いました。

　みなさん自分の子育てを振り返って　どうでしょうか。十分に子供に泣かせてあげる事ができたでしょうか。
　集会でよく言われるように、私たちもみんな子育てに失敗した者で成功した人は誰もいないと思います。ふりかえって、みなさん、自分の子供達を　いっぱい泣かせて受け止めてあげる事ができたと思えるでしょうか？

　イエス様は、幼子のようになりなさいとおっしゃいましたが、キリスト者も、良い子のキリスト者って、危ないなあと思います。私にメールをくださった方は、体調の事やらいろいろクリスチャンは愚痴を言ってはいけないと思っていたそうです。

　　本当に、私たちは、無理して　ハレルヤと言わなくても良い。しんどいよ～　つらいよ～　と、　自分の心の正直なまま祈ったら、イエス様が語ってくださると思います。
詩篇
28:1 主よ。私はあなたに呼ばわります。私の岩よ。どうか私に耳を閉じないでください。

　　私に口をつぐまれて、私が、穴に下る者と同じにされないように。

この呼ばわる　も　kaw-raw　カウラウて、同じ単語が使われています。　

　英語の聖書では　ここは「　To you I call.　NIV」で　call と訳されていますが、ヘブル語は　２７篇の　cry と同じ単語　カウラウ　です。
>　ヘブル語は　アウル（ならないで）　チャアラシュ（無口に）>と続きます。　黙ってないで、答えてねって　私を助けてよって、叫びですね。

　ずっと前に、詩篇１０２篇から一緒に学ばせて頂いたのを覚えてもらってますでしょうか。

詩篇１０２篇１－２節

102:1 主よ。私の祈りを聞いてください。私の叫びが、あなたに届きますように。

102:2 私が苦しんでいるときに、御顔を私に隠さないでください。私に耳を傾けてくださ

　　い。私が呼ぶときに、早く私に答えてください。
Hear my prayer O Lord . And let my cry come to you (NKJV)

　さっきの詩篇２７篇は　「カウワウ」で　呼び求める　でしたが、この詩篇１０２篇は、「シャウワー」Shav-awって　叫ぶって、ヘブルの単語です。この詩篇１０２篇を　学んだとき、祈りは　叫びで、イエス様に　救急車を送ってくださいって　１１９する　エマージェンシー・コールだと言いました。

　みなさん私たちが一番上手な事、得意な事って、ご存知でしょうか。ほんとんどの皆さんが得意と思うのですけど、それは、「落ち込む事」ですね。落ち込みのらせん階段と言うか、負のスパイラルの中に、落ちていくのが私たちはたいへん上手です。

　ベック兄が、喜んでいても、電話１本ですぐ落ち込んでしまうって、よくメッセージされます。　喜びの集いで、喜んで帰って来たらその後、どーんと落ち込まれた事はないでしょうか。喜んで証しした後も、危ないですよね。

　私もそうでしたけど、「私は信仰があるから大丈夫。そんな柔じゃない。」って思っている人がいたら、そう言う人が一番　危ないですよね。落ち込むより、急降下しますよね。

　詩篇１０２篇の３～７節は、まさにそんな状態を示しています。

詩篇
102:3 私の日は煙の中に尽き果て、私の骨は炉のように燃えていますから。

102:4 私の心は、青菜のように打たれ、しおれ、パンを食べることさえ忘れました。

102:5 私の嘆く声で私の骨と皮はくっついてしまいました。

102:6 私は荒野のペリカンのようになり、廃墟のふくろうのようになっています。

102:7 私はやせ衰えて、屋根の上のひとりぼっちの鳥のようになりました。

ここも前に学びました。「青菜のように打たれ、しおれ」「骨と皮がくっついた。」「荒野のペリカン、廃墟のふくろう」ペリカンもふくろうも、忌み嫌われるものである事もその時学びました。　交わりの群れからも、はみ出してしまいます。

　しかも「屋根の上のひとりぼっちの鳥」親しい人の中でも、屋根の下の交わりから疎外されてひとりぼっちである。

　私たちの地上の歩みって、ハッピー・クッキー・ハレル～ヤあ～時は、案外そんなになくて、イエス様を見上げよと、もがきながら、このような屋根の上のひとりぼっちの鳥になってしまう事が多いのではないでしょうか。

　そんな時、自分の信仰で、自分の力、自分の内にある力で、脱出しようとすると、ますます負のスパイラルの中に落ち込んでいくように思います。ただ、主イエス様の御手だけが、私たちをそこから救い出してくださる事ができると思います。

　ちょっと暗い箇所を読んでしまいましたけど、次に光のある箇所で

詩篇３０篇１１節

30:11 あなたは私のために、嘆きを踊りに変えてくださいました。あなたは私の荒布を解き、喜びを私に着せてくださいました。
Thou hast turned for me my mourning into dancing;　ＲＳＶ

私のうめきをダンスに変えられました。

　morining（うめき　嘆き））と訳されたヘブル語の単語は　miceped(mis-pade)　ミスパッド? て　単語でへブ・英辞書では、「　泣きわめく声　」となっています。

　hphak(ホウファク＝ひっくりかえす）　miceped(泣きわめく声）　ラム（～へ）　achow(mow-khole)踊り　ダンス　って並びます。

　神様は、泣きわめく声を、ダンスにひっくり返す。って感じでしょうか。１１節の後半は、あなたは私の荒布を解き、喜びを私に着せてくださいました。　とあります。

　私が、睡眠障害になった時に、お世話になった団体で、ＮＰＯで　ＣＭＣＣって団体があります。クリスチャン、メンタルケアーセンターの略です。　今は絶版になっていますが、そこが出した本で、慰められた本で、「心病む人々と共に」と言う本があって、「続　心病む人々と共に」と言うのもあるそうです。

　その中で、印象に残っているのは、精神科のお医者さんの多くが、患者さんがキリスト教会に行くと言ったら、その事に否定的なんですね。精神科のお医者さんの多くの見解、

「いやー　今は、やめといた方がいいよ。」

　なんでかと言うと、精神科のお医者さんの多くが体験するのが、患者さんがキリスト教会へ行き始めたら、良くなるどころか、もっと悪くなってしまうケースが多い。そんな悲しい現実があるんですね。

　これは、想像ですけど、その方達が行った教会が、泣けない教会だったと思うのです。　クリスチャンはいつも喜んでいてこそ証しになる。いつも笑顔で、温和で、やさしいのがクリスチャン。鬱病患者なんて、証しにならない。「証しにならない。」って人を抹殺する言葉ですが、きっと、そんな雰囲気がその方たちの行かれた教会にあって、そこへ行った患者さんが、ますます自分を責めて落ち込んでしまう。自分を責める心だけが大きくなって帰って来られたのかなと思います。

　「教会因性・精神病」って名付けられているのですけど、「マジメなキリスト者ゆえに、信仰的に葛藤し、その結果、心を病んだ信徒さんに、祈りなさいと言うだけだったり、基準や原則、規範のみを示し、義務や責任（奉仕や集会出席）を押し付けてしまうと、本人はますます混乱し症状が悪化するようです。」
　赤星進さんてお医者さんは　『自我のわざとしての宗教的信仰』という形の信仰について述べられます。これは言い換えれば律法主義的信仰です。

　この一つの現れ方は、いつもまだまだ足りない自分についての不安と罪責感を伴い、そのような自分を責め、神に懺悔しながらも、神の前によい子になろうと努力を続けるという特徴を持ちます。

　『自我のわざとしての宗教的信仰』が全面に出された（ホッとしない）説教を聴き続けたり、そういう（人間的な力の優先される）雰囲気の中にいますと、宗教精神病理学的症状を悪化させたり、回復しても、また再発するということが起きるようです。詩篇３０篇の１０～１２節を　もう一度読みましょう。

詩篇
30:10 聞いてください。主よ。私をあわれんでください。主よ。私の助けとなってください。

30:11 あなたは私のために、嘆きを踊りに変えてくださいました。あなたは私の荒布を

　　解き、喜びを私に着せてくださいました。

30:12 私のたましいがあなたをほめ歌い、黙っていることがないために。私の神、主よ。

　　私はとこしえまでも、あなたに感謝します。　

クリスチャン生活って、イエス様と１対１で向き合って、叫べたら本当に　楽になると思います。　こんなに楽でいいのかしらと思います。けれども、周りを見たり、自分の信仰が宗教的になると苦しくて信仰生活がとてもしんどくなると思います。

　イエス様の答えも、イエス様への従い方もひとりひとり全部違います。全部が応用問題で一般解がありません。　その事に気がついて周りを気にしなくて良い。ただ、イエス様を気にしたら良いとわかったらどんどん楽になると思います。

　そして、まずイエス様に叫ぶこと。今日は　カウラウに　シャブワーが出てきましたが、どんどんイエス様に叫んで泣いたら、イエス様は喜んで受け入れて下さると思います。　

詩篇５５篇　１６節を読んで終わります。

私が神に呼ばわると（カウラウ）主は　私を救ってくださる。夕　朝　真昼　わたしは、神に　うめき（シーアク）　嘆く（ハウマウ）。すると　主は私の声を  ありがとうございました。



